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村上景観づくり通信

美しい景観を後世に引き継ぐために
　景観にはさまざまなものがあり、海や川、山などの自然が生み
出す景観や、歴史的な建造物、町並みが創り出す景観などのほか、
お祭りのように心に残る風景も景観の一つです。
　これらの景観は、それぞれ異なる自然条件や歴史の中で築かれ
てきた地域固有の財産であることから、市では、「村上らしい景観」
を後世に継承するまちづくりを進めています。
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史
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村上らしい景観を後世に

平成30年度の「景観を創る」取り組み 平成30年度の「景観を守る」取り組み

幻想的な灯りが創り出す景観
（左：宵の竹灯籠まつり、右：瀬波ぼんぼり祭り）

美しい砂浜を守る活動
（さんぽくクリーン作戦）

白砂青松のお幕場を守る活動
（砂山地域まちづくり協議会）

町並みに調和した建物の修景 街路樹の剪
せん
定
てい
による道路周辺の景観の保全

（村上地域まちづくり協議会）


